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▲

３
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
メ
ー
デ
ー（
梅
小
路
公
園
）

▲

福
山
哲
郎
参
議
院
議
員

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
誠
の
た
め
に

第
２６
回
参
議
院
全
国
比
例
区
選
挙 

自
治
労
組
織
内
候
補
予
定
者

鬼
木
ま
こ
と

　

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
支
え
る
労
働
者
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
一

方
、
こ
の
間
の
恒
常
的
な
人

員
不
足
に
加
え
て
、
コ
ロ
ナ

過
や
災
害
対
応
に
よ
る
長
時

間
労
働
の
深
刻
化
等
に
よ

り
、
公
務
職
場
の
労
働
条
件

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

地
方
公
務
員
の
一
般
行
政

職
員
数
は
、
近
年
は
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、
集
中
改
革
プ

ラ
ン
等
に
よ
る
人
員
削
減
の

影
響
で
多
く
の
現
場
は
限
界

に
達
し
て
い
る
。
職
員
数
の

推
移
を
見
る
と
、
ピ
ー
ク
時

か
ら
４８
万
人
も
減
少
し
て
い

る
。
増
え
続
け
る
業
務
、
住

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
感
染

症
や
災
害
対
応
で
、
過
労
や

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
心
身
の
健

康
を
害
す
る
職
員
も
増
え
続

け
、
業
務
全
般
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
。

　

地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支

え
る
労
働
者
の
労
働
条
件
を

改
善
す
る
こ
と
は
、
安
定
的

に
地
域
住
民
の
命
と
生
活
を

守
る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
い

う
観
点
も
踏
ま
え
て
、
人
員

確
保
闘
争
に
取
り
組
も
う
。

◆
人
員
確
保
闘
争
の
進
め
方

　

４
月
の
人
事
異
動
を
機

に
、
職
場
単
位
で
欠
員
や
減

員
の
現
状
、
年
間
の
勤
務
時

間
・
時
間
外
労
働
、
年
休
・

代
休
の
取
得
状
況
や
長
期
休

職
者
の
点
検
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
実
態
等
を
把
握
・
分
析

し
、
業
務
量
や
任
務
分
担
の

見
直
し
を
求
め
る
と
と
も
に

必
要
な
人
員
の
確
保
に
取
り

組
も
う
。
と
く
に
、「
人
員

確
保
要
求
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」（
別
表
）
を
活
用
し
た

職
場
点
検
活
動
を
も
と
に
、

欠
員
の
完
全
補
充
と
新
規
採

用
等
の
職
員
採
用
の
実
施
、

希
望
者
全
員
の
再
任
用
の
実

施
な
ど
に
つ
い
て
、
要
求
書

を
作
成
し
よ
う
。

◆
闘
争
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

重
点
闘
争
と
し
て
６
月
期

を
基
軸
に
１
年
間
を
通
し
て

推
進
す
る
。

　

府
本
部
は
、
春
闘
期
か
ら

人
員
配
置
期
の
２
～
５
月
を

す
べ
て
の
単
組
で
人
員
確
保

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
別
表
）

な
ど
を
活
用
し
た
職
場
実
態

の
点
検
期
間
と
し
、
５
月
～

１０
月
期
を
要
求
・
交
渉
ゾ
ー

ン
と
し
て
取
り
組
み
を
進

め
、
遅
く
と
も
確
定
闘
争
期

に
は
当
局
よ
り
回
答
を
引
き

出
す
。

　

単
組
は
各
自
治
体
の
採
用

募
集
時
期
や
予
算
編
成
状
況

等
を
考
慮
し
、
交
渉
ゾ
ー
ン

に
要
求
書
提
出
・
協
議
を
経

て
人
員
確
保
の
実
現
を
め
ざ

す
。

　

皆
さ
ん
の
職
場
は
適
正
な

人
員
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す

か
？
時
間
外
労
働
は
増
え
て

い
ま
せ
ん
か
？
有
給
休
暇
や

代
休
は
取
れ
て
い
ま
す
か
？

　

今
す
ぐ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
使
っ
て
点
検
し
、
職
場
の

仲
間
と
話
し
合
っ
て
み
よ

う
。

　

連
合
京
都
は
４
月
２９
日
、

京
都
市
・
梅
小
路
公
園
で
３

年
ぶ
り
の
現
地
開
催
と
な
る

第
９３
回
京
都
中
央
メ
ー
デ
ー

を
開
催
。
組
合
員
や
家
族
な

ど
３
０
０
０
人
が
参
加
し
た

（
自
治
労
約
１
０
０
人
）。

　

式
典
開
会
と
と
も
に
降
り

出
し
た
雨
の
中
、
廣
岡
連
合

京
都
会
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

で
非
正
規
労
働
者
や
女
性
な

ど
社
会
的
立
場
の
弱
い
人
が

特
に
打
撃
を
受
け
た
。
物
価

の
高
騰
も
暮
ら
し
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
働
く

者
、生
活
者
の
声
を
結
集
し
、

す
べ
て
の
働
く
仲
間
が
安
心

・
安
全
に
働
き
、
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を

め
ざ
そ
う
」
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
夏
の
参
議
院
選
挙

京
都
選
挙
区
で
推
薦
を
決
め

て
い
る
現
職
の
福
山
哲
郎
氏

の
必
勝
を
誓
う
特
別
決
議
を

採
択
し
た
。「
多
様
性
を
認

め
合
い
、
み
ん
な
が
輝
く
未

来
を
め
ざ
す
」
メ
ー
デ
ー
宣

言
や
地
域
ア
ピ
ー
ル
案
を
採

択
し
、
参
加
者
全
員
で
ガ
ン

バ
ロ
ー
を
三
唱
し
た
。

　

連
合
京
都
は
４
月
２９
日
か

ら
５
月
１
日
に
か
け
て
、
府

内
５
か
所
の
地
域
メ
ー
デ
ー

を
開
催
。
自
治
労
の
各
単
組

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
メ
ー
デ

ー
に
参
加
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

猛
威
が
全
国
に
拡

大
す
る
中
、
政
府

が
特
措
法
に
基
づ

く
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し

て
か
ら
２
年
▼
感
染
予
防
用

品
の
品
薄
、
な
ぜ
か
テ
ィ
ッ

シ
ュ
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
ま
で
が
品
薄
に
な
る
噂
が

流
れ
た
。
近
く
の
ス
ー
パ
ー

を
廻
れ
ど
、
何
処
と
も
欠
品

状
態
。
街
中
で
は
無
い
の
な

ら
と
、
宇
治
田
原
の
荒
物
屋

で
や
っ
と
購
入
で
き
た
こ
と

を
思
い
出
す
▼
３
年
ぶ
り
に

京
都
中
央
メ
ー
デ
ー
が
開

催
。
待
ち
に
待
っ
た
開
催
日

当
日
、
式
典
が
始
ま
る
や
否

や
、
感
極
ま
っ
て
の
う
れ
し

涙
な
の
か
、
悔
し
涙
な
の
か

大
雨
に
。
い
ず
れ
に
し
て
も

雨
の
お
か
げ
で
多
く
の
人
が

傘
を
差
し
、
前
後
左
右
し
っ

か
り
と
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
取

れ
て
、
最
近
流
行
り
の
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
Ｂ
Ａ
２
の
エ
ア
ゾ

ー
ル
感
染
予
防
に
は
万
全
の

日
和
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
▼
一
説
に
よ
る
と
今

夏
執
行
さ
れ
る
参
議
院
選
挙

後
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
の
見
直
し
を
す
る
と
か
し

な
い
と
か
。
一
定
の
政
治
判

断
が
な
さ
れ
る
日
も
近
い
は

ず
（
知
ら
ん
け
ど
！
）
▼
兎

に
も
角
に
も
来
年
２
０
２
３

年
の
京
都
中
央
メ
ー
デ
ー
は

２
万
人
規
模
の
通
常
開
催
を

望
む
ば
か
り
だ
。�（
５
２
４
）

2022年4月1日時点（または2021年4月1日時点）
　実質配置人数（正規職員数－長期休職者） 5人

正規職員数 6人
　うち長期休職者 1人

2022年4月1日時点（または2021年4月1日時点）
　会計年度任用職員等（臨時・非常勤等職員等）の見込 1人

2021年度（または2020年度）の実質配置人数全員の年間
時間外勤務等および2022年度業務量増加見込の合計

2100時間
（1人あたり平均420時間）

内
訳

時間外勤務時間（不払い・持ち帰り含む） 1500時間
（1人あたり月平均25時間）

2022年度から増加する業務時間見込
（例 : A係からB係へ担当替え� ）

300時間
（1人あたり月平均5時間）

緊急対応業務時間見込
（例 : 豪雨等災害業務� ）

300時間
（1人あたり月平均5時間）

2021年度（または2020年度）
　実質配置人数全員の年間年次有給休暇取得日数見込

50日
（1人あたり平均10日）

年間年次有給休暇目標取得日数 100日
（1人あたり平均20日）

具体的要求人数（正規職員として） 2人
会計年度任用職員等からの正規化を求める人数 1人
時間外相当分から要求する人数　※下記計算式参照 1人

●時間外相当分の計算式
　（年間時間外勤務時間等の合計＋
　　《年間年次有給休暇目標取得日数－取得日数》×7.75時間）÷年間勤務時間
　　※年間勤務時間は1860時間（7.75時間×月20日×12ヵ月）と仮定
上記を計算式にあてはめると
（2100時間＋《100日－50日》×7.75時間）÷1860時間＝1.337≒1
　　※年間勤務時間は1860時間（7.75時間×月20日×12ヵ月）と仮定

　自治労本部が募集した2022春闘「公共サービスにもっと投資を！職場
からのアピール動画コンテスト」の結果が発表された。全国の25県本部・
1消防協から65作品の応募があり、投票期間中に総計19000回の視聴
があった。
　全国の組合員による視聴および高評価の数に基づき審査が行われ、
京都交通労働組合青年女性委員会が作成した動画が、見事優秀賞を受
賞された。おめでとうございます！

京都交通労組青年女性委員会・安部行真委員長のコメント
「�不安を感じながらも使命を全うするという決意を
発信できたことに感謝しております」

京交青年女性委員会の動画を含む入賞作品は、自治労公式
YouTubeチャンネルでご覧いただける。
QRコードよりぜひご覧いただきたい。

人員確保要求チェックリスト （例）

２０２2
人員確保
闘争

職
場
の
人
員
足
り
て
ま
す
か

職
場
の
人
員
足
り
て
ま
す
か

連
合
京
都

中
央
メ
ー
デ
ー

み
ん
な
が
輝
く

未
来
を
つ
く
ろ
う

職場からのアピール動画コンテスト

京交� が優秀賞京交� が優秀賞青年女性青年女性
委員会委員会

　（ 1 ）2 0 2 2 年 5月1 5日
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府
本
部
は
５
月
１１
日
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
チ
ー
ム
代
表
者

会
議
を
開
催
し
、
軟
式
野
球

大
会
の
組
み
合
わ
せ
抽
選
を

行
っ
た
。
今
年
は
５
チ
ー
ム

　

府
本
部
は
４
月
２５
日
、
音

楽
を
通
じ
て
地
球
の
こ
と
を

考
え
、
行
動
す
る
た
め
「
ア

ー
ス
デ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
」を
、

ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
で
開
催
。

が
参
加
し
、
初
日
は
５
月
２８

日
に
八
幡
市
民
ス
ポ
ー
ツ
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

る
。

　

優
勝
チ
ー
ム
は
、
８
月
５

組
合
員
や
家
族
な
ど
４２
人
が

参
加
し
、
京
響
音
楽
家
労
組

メ
ン
バ
ー
５
人
に
よ
る
弦
楽

五
重
奏
を
楽
し
ん
だ
。

　

３
年
ぶ
り
の
今
年
は
、
前

～
６
日
に
和
歌
山
県
で
開
催

さ
れ
る
「
第
４２
回
近
畿
地
連

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
出
場
権

を
得
る
。

半
は
「
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ

・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」や「
Ｇ

線
上
の
ア
リ
ア
」
な
ど
、
誰

も
が
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
を
披
露
。

　

後
半
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
２

年
間
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
や
大
河
ド

ラ
マ
の
主
題
歌
を
演
奏
。「
ア

ル
デ
バ
ラ
ン
」
や
「
ひ
ま
わ

り
」
な
ど
親
し
み
や
す
い
曲

が
織
り
ま
ぜ
ら
れ
た
。

　

府
本
部
は
、
地
球
環
境
に

や
さ
し
い
暮
ら
し
方
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
め
ざ
し
、

連
合
が
提
案
す
る
「
エ
コ
ラ

イ
フ
２１
」
を
推
進
し
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
を
求

め
て
い
く
。

　

組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
じ

ち
ろ
う
共
済
は
使
っ
て
い
ま

す
か
。
じ
ち
ろ
う
共
済
の
団

体
生
命
共
済
が
制
度
改
定
と

な
り
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ

る
。
制
度
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
①
掛
金
体
系
の
変
更
、

②
医
療
保
障
の
充
実
、
③
じ

ち
ろ
う
退
職
者
団
体
生
命
共

済
の
新
設
と
な
っ
て
い
る
。

（
詳
細
は
図
を
参
照
）。

　

掛
金
体
系
の
変
更
と
合
わ

せ
保
障
額
が
自
由
に
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
み

な
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
合
わ
せ
た
保
障
額
・
掛
け

金
の
設
定
が
可
能
と
な
る

（
新
規
加
入
・
増
額
の
場
合

は
、
健
康
告
知
の
確
認
が
必

要
と
な
る
）。
ま
た
、
じ
ち

ろ
う
退
職
者
団
体
生
命
共
済

が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
退
職
後
も
在
職
中
と
同

じ
保
障
内
容
で
継
続
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
利
用
し
や
す
く
な
る
。

　

一
方
で
掛
金
体
系
の
変
更

に
よ
る
急
激
な
掛
金
変
動
を

抑
制
す
る
た
め
、
経
過
措
置

制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

自
治
労
の
組
合
員
し
か
利

用
で
き
な
い
「
じ
ち
ろ
う
共

済
」。
生
涯
保
障
の
充
実
、

が
ん
特
約
の
新
設
、
若
年
層

の
掛
け
金
引
き
下
げ
な
ど
、

も
っ
と
身
近
で
、
使
い
や
す

い
制
度
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

ま
だ
活
用
し
て
い
な
い
組
合

員
は
じ
ち
ろ
う
共
済
の
利
用

を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

新
制
度
は
秋
の
一
斉
募
集

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。

そ
れ
ま
で
に
実
施
す
る
ス
ポ

ッ
ト
募
集
な
ど
は
現
行
制
度

と
な
る
の
で
ご
承
知
い
た
だ

き
た
い
。

八幡市職労

自治労京都市職

京都交通労組

福知山市職連

5月28日（土） 6月11日（土）

Bグランド

Ａグランド
Ａグランド

（10：30）
優
　勝

京田辺市職

第2試合
（11：40）

第1試合
（10：00）

第1試合
（10：00）

第42回京都府本部大会 軟式野球

※2試合目以降の開始時間は目安です。会場には余裕をもって到着してください。
※日程短縮の場合もあります。

府
本
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会

軟
式
野
球
の
部

対
戦
決
ま
る

対
戦
決
ま
る

府本部アースデイコンサート

音
楽
を
通
じ
て

音
楽
を
通
じ
て

��

地
球
環
境
を
考
え
よ
う

地
球
環
境
を
考
え
よ
う

2022年秋の一斉募集（共済期間：2023年4月発効分）から新制度スタート

2023年4月から新制度へ

も
っ
と
お
得
に
。使
い
や
す
く
。

自治労きょうと 2 0 2 2 年 5月1 5日 （第三種郵便物認可） 第 8 4 2 号（ 2 ）　


